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L  はじめに 

近年，日本においても 大学の研究成果を 社会に還元するための 仲介役を果たす TechnologyLicensing 

Organizations Ⅰ」 Os) の設立や・大学究ベンチャ 一企業を 1 0 0 0 社創出するという 計画に代表される 

ように・知的資産の 宝庫であ る大字が社会の 中心的な役割を 果たすべく，社会の 期待が高まっている。 

そこで本研究では ，大字において 実際に研究を 行っている宇土 ( 学部生・大学院生・ポス ドク を含む ) 

の 視点から，現在の 産学連携及びビジネスに 対する意識を 調査し，現状と 問題点を検討することとし 

た。 第一に，実際に 研究を行っている 理系の学生を 対象として，「産学連携意識調査アンケート」を 実 

施した。 次に，主体的に 学生発明を事業 仕 へ結びつけた 事例調査として ，数名の学生にインタビュー 

を行った。 これら 2 つの調査に基づき・ 学生の産学連携に 対する現状意識及び 問題点を検討した。 

2  %              産た 連   立 "     、 "     査 アンケート   

2 円調査概要 

筆者らは， 2 0 0 1 年 8 月 2 7 日から 9 月 1 9 日までにホームページ 上での公開型アンケーⅡを 用 

いて理系学生 2 0 0 人を対象として ，「産学連携意識調査アンケート」 ( 全 16 項目 ) 2 を実施した。 ア 

ンケート収集には ，知的財産マネジメント 研究会 ML3 及び研究間頭 M び ・ BLS メールマガジン ' へ 協力 

の 呼びかけ，筆者らの 友人たちに協力を 依頼した。 

2 一 2. 調査結果 

■回答者属性 

今回のアンケート 回答者の内訳を 属性分布で見ると ，学年別では 修士課程が 59% を占め最も多く ， 

次いで博士課程が 24% であ った。 これ以外では 学部生Ⅱ・ 5%, ポス ドク 3.5%. その他研究生 等 が数名 

であ った。 専攻 別 で見ると，集字 系が 35% と最も多く，エ 字 系 27%, 理 早糸 21%, 区宇 系 7%, 葉手 

系 2% というウェートを 占めた。 その他 9% には。 新領域創成 科字 研究科，バイオサイエンス 研究科， 

保健学研究科，人間情報学研究科 等 あ った。 また男女 比 でみると約 7:3 の割合であ った。 

■産学連携及びビジネスに 対する現状意識調査 

次 ぺージ上段 ( 産学連携意識 ) 及び下段 ( ビジネ 、 ス 意識 ) にアンケート 結果をまとめた。 学生の意 

識に所属研究室の 現状が大きく 影響している 可能性があ るので，「所属研究室は 研究成果の事業化 ( 企 

業 との共同研究，特許取得等 ) に積極的か」どうか 調べた。 すると「はい (37%) 」「いいえ (46.5%) 」 

「わからない (16.5%) 」という回答だった。 また「大学の 研究成果が社会に 十分生かされていない」 

との認識が高く ，「所属研究室が 事業化に積極的」と 答えた 74 人のうち，大字の 技術は社会に 十分生 

かされていると 答えたのはほんの 13 人であ った。 しかし・ 9 割以上の字 生 が今後「 ( 自分の研究成果 

に 限定しないが   ) 大学の研究成果を 生かしてみたい」と 答えている。 ビジネスに関しては ，興味があ 

る字生も比較的いるようだが   ，アンケート 結果から，研究との 距離感を感じている 人が多いことがわ 

かる。 

  

・リサーチシェイクアンケートサービス h 廿 p ツ /www.shake.ne.JP/ 
2 全アンケート 結果公開ぺ ー ジ h 廿 p ツル s.shake.ne,jp/s0.php3?en り d 二 1548key 二 56a0581e 

' 知的財産マネジメント 研究会 (SMlPs)  h 廿 p ツ ル Ⅷ 僻 ・ bio.rcast.u 一 tokyo.ac.JP ん sumikura/ 
。 研究問題メーリングリスト h 廿 p ツ /resear(ChML.org/ 
5BLS(businesslaboratornyforstudents 学生ビジネ 、 ス 研究会 )h 廿 p ツ /www,t 什 -b@s.or ヒノ 
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「・現在，あ なたは大字の 研究成果が社会 

に十分生かされていると 居、 いますか 

回答 構成上 ヒ (N 二 200) 
はい Ⅱ． 5% 

いいえ 67.5% 
わからない 21% 

2. あ なた自身・大字の 研究成果を社会 

に生かしてみたいと 居、 いますか (N 二 200) 

回答 構成比 
はい 92% 

いい え 3.5% 
  わからない 4.5%     

3.2 では いと 答えた人に対し ， どういう方法で 生かしてみたいですか (N=184) 

回答 構成比 

公 で会社を設立したい 17% 
大字の研九者として ォ 術を事業 ヒ してくれる会社に ォ                                       2l イ 
既子 企業の研 先 開発者として ，大学との共同研先に 取り組みたい 30% 
公務員として 政策により取り 組みたい 4% 
産字連携をサポートする 形で取り組みたい 17% 
どうしたらいいかわからない 5% 
その他 5% 
        解答 1%   

その他 : 「研究の発信や 教育に力をいれたい」， 「大学を一般の 人たちに開放し、 得られた研究成果の 意義 
や応用などを 理解してもら い 、 知識的財産として 還元する」． 「各大学に科学技術博物館を 作る」， 「技術 
系公務員として ，大学との共同研究に 取り組みたい」， 「ビジネスだけか 社会への還元ではない」 等 

4.2 ではいと答えた 人に対し・ どうい 

う立場で生かしてみたいか (N 二 184) 
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  5. 実際に現在・ 何らかの活動をしていますか (N 二 200) 
回答 構成比 

自分でビジネ 、 スを 考えている 9% 
MBA 等の資格の勉強をしている 1% 
勉強会に入っている 12% 
活重できていない 74% 

l その他 1@ 4%@ | 

その他 : 「 NPO を通じて活動している」， 「 9 月の八 
王子産官 字 連携フェアに 発表予定」， 「プロン   ェクト 
の一員であ る」． 「将来いかせるように 読書やシンポ 

、 ジウムで幅広い 教養を養っている」． 「研究活動がそ 

の活動と考えている」． 「産学提携でのプロジェクト 
を企業サイドで 推進 中 」， 「企業と接触 中 」 等 

  
  
  

  知っていますか (N 二 200) 

6. 大学の技術移転機関町 し 0) を 
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8. 自分の研究のビジネ、 スプランを 

考えたことがあ りますか (N 二 200) 
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9. 大字の授業でビジネ 、 スの 講義が   

あ れば受講してみたいですか (N 二 200) 

回答 構成比 
はい 75% 

  いいえ 14% 
  わからない Ⅱ 拷 

10 ．学生 ビ、 ジネ 、 スプランコンテストに 

応募してみたいですか (N=200) 
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 「 い いえ」と答えた 147 人にその理由を 聞くと「研究だけで 忙し 

い」 (38 九 ) . 「技術をビジネスと 結びつける良 い 案がないか 

ら」 (27%) , 「研究には興味はあ るが， ビジネスには 興味が 

なりから」 (18%) , その他 0]0%) として「宇土ビジネスプラン 

コンテストというのが 初耳だから」・ 「自分の人脈でなんとか 
なりそうだから」， 「レベルが低 い から」・ 「今はまだビジネ 、 

スプランについての 知識を得て 、 字ボ 程度でよいから」， 「写 

生で競っても 仕方ないから」． 「自信がないから」， といった 

回答があ った。 
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3, 早生インタビュー 

数少ない例ではあ るが，主体的に 大学での研究成果を 事業化へと結びつけている 学生は現在でも 存 

在する。 筆者らは，その 具体例として 丁 Ⅰ 0 を利用した技術移転，企業との 共同研究・ベンチャー 設立 

という方法を 用いて，学生発明を 主体的に事業化へ 結びつけた事例を 調査した。 

■ 丁 Ⅰ 0  東京大字大字 院 博士課程 1 年 S さんは，「データマイニンバソフト」を 丁 Ⅰ 0  を利用して特許 

出願した。 きっかけは，この 技 4 桁の特許出願を 考えたときに 教授に勧められたことだった。 S さんは， 

ベンチャ一でのアルバイト 経験があ りべンチャー 設立も考えたが ，引き続き研究したいという 気持ち 

が強かったので ， 丁 Ⅰ 0 を利用することにした。 宇土 が丁 Ⅰ 0 を利用する利点は ，やはり資金面・ 手続面 

であ る。 問題点と考えていることは ，宇土が主体的に 丁 Ⅰ 0 にアピールする 環境が整っていないことや 

大字 と丁 Ⅰ 0 間の情報共有ィ ヒ がまだ少ないことであ る。 

■共同研究 筆者の一人であ る東京工業大学生命理工学研究科修士 2 年大野は，「蛋白質の 機能予測 方 

法 」に関してセレスタ・レキシコ・サイエンシスと 共同研究を行っている。 きっかけは，所属研究室 

の先輩が同社に 入社したことにより ，同社と研究室につながりができたことであ った。 共同研究の動 

機は ，自分の研究を 社会に還元する 時に最も有効な 手段が同社との 共同研究であ ると判断したためで 

あ る。 本研究は，模倣されやすい 技術であ るために技術自体はノウハウにして 公開せずに，共同研究 

による成果物を 特許化することが 最良の選択肢であ った。 学生が共同研究を 利用する利点は ，実際に 

現場であ る企業と一緒に 仕事を進めていきながら 学べる点であ る。 問題点と考えていることは ，学生 

が 論文や特許に 関する権 利関係に巻 ぎ 込まれる可能性があ ることであ る。 

■ベンチャー 東京工業大学経営システム 工学科修士 2 年の久野敬之さんは ，昨年 9 月にメディア ロ 

一ルを 設立した。 同社の事業は ， トイレットペーパーを 媒体とした広告代理業であ る。 きっかけは， 

大字でのべンチヤ 一ビ、 ジネ、 ス に関する授業で 割ったビジネ、 スプランが投資家に 着目されたことであ っ 

た 。 現状では，大学の 研究室での研究をもとに 事業化したケースは 極めて少なく ，大字の研究室の 研 

究成果そのものというより 研究室で身に 付けたスキルを 使って起業している 例が多い。 起業の利点は ， 

早生時代にビジネスの 経験を積むことにより ，将来起業した 時のリスクを 減らすことができることで 

あ る。 早生が大字の 研究成果を基にべンチャー 設立する際に 問題となるのは ，技術の権 利関係や研究 

室の秘密保持，指導教官の 了承が得難いことであ る。 学生ベンチャー 設立が活性化するためには ，教 

官及び大学自体の 意識改革も必要になると 考えられる。 

これらの事例により 挙げられる共通の 成功要因として ，「指導教官の 理解」が必要になってくること 

がわかった。 宇土発明を事業化する 際に，早生の 所属する「研究室のカラー」が 非常に大きく 関与し 

てくるのは事実であ り，今回調査した 事例においても 早生の所属研究室は ，「産学連携に 積極的」とい 

う印象であ った。 

上上三案 

今回のアンケート 調査では，多くの 早生 が 「 ( 自分の研究成果に 限定するわけではないが ) 大字の研 

完成果を社会に 生かしてみたい」と 感じていることが 分かった。 その時の立場としては ，やはり「研 

究者」が 64% と圧倒的多数であ った。 しかし，大字の 授業で ビ、 ジネスの講義があ れば受講してみたい 

と 答えたのは 75% に上り・ 4 割の人が自分の 研究のビジネスプランを 考えたことがあ った。 ところが， 

ビ、 ジネスプランコンテストに 対する意欲は 低く，それ自体知らないという 人もいた。 また現状として 

何らかの活動をしている 人はほとんどいないといった 結果から・研究と 事業化の間にはかなりのギャ 

ップがあ ることが明らかになった。 

また，インタビュー 結果からは主体的に 早生発明を事業化する 際には，やはり「指導教官の 助言や 

協力」「研究室のカラー」が   重要 1 貫目であ ることがわかった。 今のところ，ベンチャー 設立においては 
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なかなかこの 条件をクリアする 事ができないために ，大字の技術を 用いた写生ベンチャーはなかなか 

生まれてこないのが 現状なのかもしれない。 

現在の産字連携意識の 問題点として ，「研究とビジネスのギャップ」と「研究室のカラー」が 挙げら 

れるということがわかったが ，これらの問題を 解決するためには 何が必要なのか。 理系大字にビジネ 、 

ススクールを 作るというのも 一つの方法であ ろう。 しかしこれと 並行して，我々学生が   主体的に実行 

できる提案として ，学生主催の「学生 ビ、 ジネスプランコンテスト」を 提案したい。 研究を行いさらに 

その事業化に 興味を持った 学生は，現在のところそれを 実現するための 具体的手段が 与えられていな 

い。 もしビジネスプランコンテストが   存在すれば，事業計画の 構築や専門家とのネットワーク 形成を 

行うことができるだろう。 

米国のスタンフォード 大学では、 学生主体のビジネ、 スプランコンテストにおいて ，それを運営する 

宇土に講義と 同じ単位がで る と つ - 一方，日本でも 学生ビジネ、 スプランコンテストは 開催されて ぃ 

るものの，なかなか 宇土が集まらず・ 上手 く 機能しているとは 言い難い。 その原因は，早生から 見て 

コンテストが   身近な存在ではないためだと 思われる。 そこで， コンテストまでの 間に い くつかの ステ 

ップ を踏み，学生発明の 事業化を計画し・ビジネ 、 スの 知識を学ぶことができる 機構を考えた ( 図 ) 。 筆者 

らは試験的に BLS ( 学生ビジネ 、 ス 研究会 ) という学生団体にて ，研究内容を 検討し合う研究コンテス 

トな 行う準備を進めている。 またそこからビジネスプランへと 発展させるために ，文系学生や 社会人 

を交えてセミナー 形式でディスカッションすることも 検討しているところであ る。 そうすることによ 

って，研究から 事業 什 までの一連の 過程について 実際に考える 練習を積むことができる。 これによっ 

て研究の事業化に 向けた具体的な 検討を行うことが 可能となり，学生発明の 事業化を活性化すること 

ができるのではないだろうか。 また宇土主催のビジネスプランコンテストを 行うことによって・ 学生 

を指導する教官もしくは 大学全体の意識向上も 同時に図れるのではないかと 考えている。 

これまで，産字連携や 学生のビジネスへの 参画を促進すべきであ るという立場に 立って検討を 行っ 

てきたが，産学連携を 真に日本に根付かせるためには ，学生が巻き 込まれる危険性のあ る利益 相 反の 

問題についても 考えておく必要があ る。 例えば，宇土 が ビジネ 、 スに軌 中するあ まり，大字で 研究の方 

法を字ぶという 宇土本来の目的が 十分に達成されなくなるという 危険性があ り，これに対して 注意深 

く 解決策を模索することが 今後の課題の 一つであ る。 またアンケート ヘ 回答をよびかけた 早生集団に 

は ，比較的技術の 産業化に関心が 高い手生が含まれており ，今回のアンケート 結果にバイアスがかか 

っている可能，性があ ることにも注意すべきであ り，・今後より 広範かつ偏りのない 意識調査を行いたい 

と 考えている。 

現在 
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